
平成 31 年４月号（第 138 号） 

（平成 31 年４月 26 日配信） 

市民文化局地域安全推進課 

ご登録ありがとうございます。 

市内における犯罪や交通事故の発生状況

などを定期的に配信しています。 

今後も、皆様の生活に役立つ、防犯対策の

ポイントや交通安全対策を更新してまいり

ますので、引き続きよろしくお願い致しま

す。 



＊署管内数値の合計です。                 （数値は暫定値）

区 別
認 知 件 数
（Ｈ31.３月末）

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

川 崎  区    ４８７ －４４ －８．３

幸 区    １６２ －８１  －３３．３

中 原 区    ２１５ －３６ －１４．３

高 津 区    １９８  ＋１８ ＋１０．０

宮 前 区    １２２  －３８  －２３．８

多 摩 区    １８１  －８１  －３０．９

麻 生 区     ９８   －５   －４．９

総    計  １，４６３ －２６７ －１５．４

【 概 要 】

川崎市内における平成３１年３月末現在の刑法犯認知件数は、

１，４６３件、前年同期比 －２６７件（－１５．４％）

と減少しています。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （  ４４５件、前年同期比  －９８件）

振り込め詐欺  （   ７７件、前年同期比  －４５件）

車上ねらい   （   ２５件、前年同期比  －３５件）

部品ねらい   （   ２０件、前年同期比  －３５件）

などで、増加したのは、

自販機ねらい  （   ３９件、前年同期比  ＋１５件）

忍込み     （   １８件、前年同期比  ＋１１件）

器物損壊等   （   ８６件、前年同期比   ＋５件）

などです。   

                        （数値は暫定値）



県内の犯罪発生状況（平成 31年３月末現在の刑法犯認知件数）

認 知 件 数
（H31.３月末） 

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

神 奈 川 県 ９，３７９ －１，００２ －９．７

＊数値は暫定値です。

【 概 要 】

神奈川県内における平成３１年３月末現在の刑法犯認知件数は、

９，３７９件、前年同期比－１，００２件（－９．７％）

と減少しました。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （ ２，０１２件、前年同期比 －２９４件）

万引き     （ １，０６２件、前年同期比 －２４１件）

部品ねらい   （   ２４７件、前年同期比 －１７９件）

オートバイ盗  （   ３８８件、前年同期比 －１１７件）

振り込め詐欺  （   ５６９件、前年同期比  －７３件）

などで、増加したのは、

車上ねらい   （   ４７９件、前年同期比  ＋８７件）

忍込み     （   １０５件、前年同期比  ＋３３件）

居空き     （    ２２件、前年同期比  ＋１０件）

です。                    （数値は暫定値）

川崎市内の「自転車盗」の被害は、今年３月末までに

４４５件 (前年同期比－９８件、－１８．０％)
「オートバイ盗」は 

２８件 (前年同期比－３３件、－５４．１％) 

です。 

 二つの罪種の合計は、全体(１，４６３件)の約３２．３％ 

を占めています。 

～被害防止のポイント～ 

● 自転車・オートバイは、駐輪場など決められた場所に止めましょう。

● ワイヤー錠や U 字ロックなどで二重に鍵を掛けましょう。

● 自転車は防犯登録をしましょう。

盗難にあった場合、早期発見に役立ちます。

（自転車を購入した販売店で登録できます。）



５月１日の改元に便乗した振り込め詐欺が県内でも確認されています。

手口１ キャッシュカードや通帳をだましとるもの

     「元号が変わるため、キャッシュカードが使えなくなるので交換します。」などと嘘の電話をか

けて暗証番号を聞き出し、キャッシュカードや通帳をだましとる手口。

手口２ キャッシュカードを送付させるもの

      全国銀行協会を装い、「元号の改元による銀行法改正について」と題する資料を同封した封書

を郵送し、金融機関、口座番号、暗証番号等を記載させた申込書及びキャッシュカードを郵送

させる手口。

● 知らない人には、絶対にキャッシュカードの暗証番号を教えたり、渡したりしないでください。

被害件数 被　害　額

神奈川県 569件 約10億2,200万円

川崎市内 77件 約9,600万円

振り込め詐欺被害状況（平成31年３月末現在（暫定値））

≪主な手口≫  

●息子や孫を装う電話 

「カバンをなくした」、「事故を起こした」など、トラブル発生を理由に、「今すぐ現金が必だ」、「代わり

の者が取りに行く」などと言い現金を騙し取る手口。本人に確認されないよう、事前に「携帯電話の番

号が変わった」などの電話がかかってくる手口も横行しています。

電話の相手方に、自宅の現金保管状況を伝えてしまった場合は、必ず警察に相談するようにしてくだ

さい。

●カードが悪用されているという電話 

警察官や銀行協会の職員を装い、「銀行口座が勝手に使われている。」などとして、捜査や調査の名

目でキャッシュカードを受け取りにくる手口。 

≪対策方法≫ 
〇 「留守番電話」の設定をして、不審な電話には出ないようにして下さい（犯人は自分の声が録音さ

れるのを嫌がります）。 

〇 迷惑電話防止機器の設置（着信音が鳴る前に、相手へ「この電話は録音されます」と警告する機能

等があります）。 

〇 迷惑電話防止機能付き固定電話の設置（電話機に警告メッセージを流したり、迷惑電話をブロック

する機能等があります）。 

〇 電話会社の振り込め詐欺対策サービス（登録されていない番号からかかってきた電話を、家族に 

転送してくれるサービスです）。 

改元に便乗した詐欺に注意 



≪空き巣被害発生中です。ご注意を！≫ 

～被害防止のポイント～ 

昨年１年間の川崎市内における「空き巣」

の認知件数は、

１５２件（前年対比－７５件）

と減少しました。

さらに、本年３月末現在でも、

２８件（前年同期比－１件）

と減少しています。

 侵入窃盗のうち、「空き巣」の占める割合

が最も多くなっていますので、油断は禁物で

す。

また、「タンス預金」は、空き巣や振り込

め詐欺の被害に遭う危険があります。多額の

現金を自宅に保管しないようにして下さい。

● 戸締まりをしっかりと！

ごみ出しなど、少しの時間でも必ず戸締まりをしましょう。

● 防犯対策をしましょう！

窓ガラスを割って侵入する手口が目立っています。

サッシに補助錠を付けたり、防犯ガラスや防犯フィルムを活用しましょう。

● 留守だと悟られない工夫をしましょう！

郵便受けに新聞や郵便物を溜めないようにしましょう。

【防犯診断を受けてみませんか？】
川崎市では、家庭の防犯対策・防犯意識の向上を図るため、安全・安心まちづ

くり対策員(警察官ＯＢの経験、知識豊かな職員)が、予約を受けて一戸建て住宅や

マンション、アパートなどの共同住宅を訪問し、建物の構造や防犯設備等の状況

を診断して、防犯上の指導やアドバイスを行っています。

診断は無料です。ぜひご利用ください。

● 問い合わせ先    市民文化局地域安全推進課

          ０４４－２００－２２８４、２２８５



平成３１年３月末現在 

県内 ４７９件（前年比＋８７件 ＋２２．２％） 

 市内  ２５件（前年比－３５件 －５８．３％） 

≪痴漢やひったくりにご注意！≫    

〔掲載担当；市民文化局地域安全推進課〕

－防犯のポイント－

車内を空っぽにするか、見えるところに物を置かない

窓を閉め、ドアロックしたことを確認する

 駐車場には照明設備を備え、夜間も明るくする

盗難防止装置や警報装置を装着する

心構えと設備の両面からしっかり対策を立てましょう。

● 「イヤホン」や「歩きスマホ」はやめましょう！

夜間、帰宅途中は特に注意が必要です。人通りの少ない道を歩くときには、

周囲に注意し、「自分も狙われている」といった防犯対策を立てましょう。

防犯のポイントとして、

・「イヤホン」や「歩きスマホ」等はやめる

 ・「遠回りでも明るい人通りの多い道を選んで歩く」



※平成 31 年４月１日現在の概数

区 件 数 前年比 死者数 前年比 負傷者数 前年比

川崎区 ２０５ ＋２２ ２ ＋２ ２４４ ＋２４

幸 区 ７２ －３０ １ －１ ８２ －３７

中原区 ７７ －１ ０ ±０ ８８ －２

高津区 ８９ －２４ ０ ±０ ９８ －３７

宮前区 １０９ －３０ ２ ±０ １２２ －４０

多摩区 １２７ ＋１２ ０ ±０ １４１ ＋５

麻生区 ９６ －９ １ ＋１ １０３ －１２

市内合計 ７７５ －６０ ６ ＋２ ８７８ －９９

県内合計 ５，８２３ －６６９ ３０ －７ ６，７６６ －９３７

【市内の交通事故】 

 平成３１年３月末現在、市内の交通事故発生件数は７７５件（前年同期比-６０

件）、亡くなられた方は６人（前年同期比＋２人）、怪我をされた方は８７８人（前年

同期比－９９人）となっております。 

 区別では、川崎区及び多摩区で交通事故が増加しており、特に自転車関係事故

が川崎区では８４件（前年同期比＋１７件）、多摩区では４４件（前年同期比＋１９

件）と多くなっています。 

【神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例について】 

 平成３１年４月１日、神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例

が施行されました。 

 この条例は、自転車事故加害者への高額賠償事例などから、自転車の安全で適

正な利用の促進と自転車損害賠償責任保険の加入義務化を柱としております。 

 なお、自転車損害賠償責任保険等の加入義務化については、本年１０月１日から

施行されます。 

※ 自転車損害賠償責任保険等とは、自転車の利用に起因する事故により他人 

の生命又は身体を害した場合における損害を 補することができる保険又は 

共済をいい、自転車向け保険のほか自動車、火災保険の特約、ＰＴＡ保険、Ｔ 

Ｓマーク付帯保険などがあります。 



運転免許証の自主返納制度の活用を

改正道路交通法が施行されました。

平成29年３月12日スタート 

75歳以上の運転者が、認知機能が低下し

たときに起こしやすい違反意行為をした

ときは、臨時認知機能検査を受けなければ

なりません。そのほか、臨時適正検査制度

の見直しや講習の合理化・高度化が図られ

ます。 

交通事故の被害者にも、加害者にもならな

いように、自分の体の状態を正しく把握

し、事故防止に努めましょう。 

※全てのイラストの二次使用は禁止します。



運転免許自主返納の申請は、年々増加傾向です。 

平成 2９年中、県内では32,347件、川崎市内では

4,604 件の申請がありました。(※県警察情報提供） 

神奈川県高齢者運転免許 

自主返納サポート協議会について 

市内企業等の加盟が増えれば、自主返納者への 

支援となり、更に返納が促進できます。 

詳しくは、神奈川県警察又は神奈川県高齢者運転免許自主返

納サポート協議会のホームページをご確認ください。 

サポート協議会に加盟する企業・団体等は、自主返納者に提供

する特典について、交通事故防止の支援という趣旨に反しない

範囲で、御協力をお願いします。 

※全てのイラスト・画像の二次使用は禁止します。

高齢運転者に自主的な運転免許返納

を促進し、企業・団体等の協力のもと、

地域ぐるみで高齢運転者の交通事故防

止を支援することを目的としています。 



市内（平成３０年中） 二輪車乗車中の死者数５人 

プロテクターを着装しましょう。

二輪車死亡事故の負傷部位をみますと、その

ほとんどが頭部と胸部です。 

頭部はヘルメットで一定の保護はされてい

ますが、胸部は無防備な人が多いのが現状です

（※画像の二次使用は禁止します。）。 

【 二輪車用プロテクターの一例 ⇒ 】

※全てのイラスト・画像の二次使用は禁止します。



自分がいくら注意していても、交通事故に遭わないという保証は 

ありません。不幸にして交通事故に巻き込まれますと、思いがけな 

い出費や相手方との示談交渉など、いろいろ面倒なことに追われる 

一方で、基礎的な法律知識などがないために、不利な条件で解決を 

強いられることも少なくないようです。 

市では、高津区役所内に交通事故相談所を常設し、専門の相談員

が交通事故に関する相談に応じています。 

相談は無料です。電話での相談も受け付けています。 

● 相談所の所在地 

高津区役所（地域振興課内）… 高津区下作延２－８－１ 

● 電話番号 

０４４－８６１－３１４１ 

● 相談日・・（専門の相談員が対応～予約不要） 

月曜日から金曜日までの毎日（祝日を除く） 

● 受付時間 

午前１０時から正午まで 及び 午後１時から午後４時まで 

～ 専門相談員による交通事故相談所のホームページ ～ 

http://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000044898.html

相 談 窓 口 等 

≪弁護士による交通事故相談（無料）も実施しています！≫

○ 相談所の所在地

中原区役所（地域振興課内）・・中原区小杉町３－２４５

○ 相談日（予約制）

毎月第３火曜日（祝日を除く）午後１時から午後４時まで

（１人３０分以内、６人まで）

○ 予約方法

電話予約となります。（サンキューコールかわさき）

電話 ０４４－２００－３９３９（先着順）

【掲載担当：川崎市 市民文化局 地域安全推進課 交通安全係】 

※全てのイラスト・画像の二次使用は禁止します。


